
頑張ってねより頑張ったね。子供達を支援する立場から。大牟
田市の子供、家庭支援センター、あまぎやまセンター長、坂口
明夫さん。実親を知らない、家庭を知らない、誕生日を知らな
い、虐待を受けてきた、そして７つの家庭で育ったのが私です。
いい子を演じよう、捨てられないようにしようと過ごした経験
が私の場合は適応力や観察がんを育てたと思います。この力や
経験が今の仕事にも生きています。私は子供を施設に迎える初
日は、大好物の食事を用意するよう職員にお願いしています。
入所前の施設見学などでこっそりと好きなものを聞き出してお
くんです。何げない話を覚えてくれていたんだと大事にされる
安心感を感じることができると思います。私もそれぞれの家庭
の初日の食事は今でも全てはっきりと覚えています。よく、頑
張ってねという言葉を耳にします。その言葉を掛ける前にまず、
頑張ったねと声を掛けてほしい。今までの頑張りを認めること
は、子供にとって大きな糧になります。10回の頑張ってねより
も１回の頑張ったねのほうが効果的なんです。また、子どもに
声をかけるときは、具体的な言葉ではっきりと伝え子供自身が
考えられるような声掛けが大切です。日本には、今でも人権が
守られず支援が行き届いていない子供達が大勢います。そう
いった子供達を救うには周りにいる大人の意識を変えていく必
要があります。身だしなみが整っていないなど、少しの違和感
に気付くことが子供を救う一歩につながります。家族だけでは
なく近所の人との関係性も大切です。以前と比べてそこが薄れ
ている今だからこそ、支援から始まる縁は子供たちにとって貴
重な物です。まさに支援は、はじまるえんと書いて、しえんで
す。家族以外の信頼できる大人の存在も子供が自分らしく成長
するために必要不可欠だと信じています。支援が必要な子供へ
の理解を深めつね日頃からアンテナを張ること。これが子供た
ちの人権を守るために、私達にできる小さな一歩になるのでは
ないでしょうか。

すべての人が安心して暮らせる社会をめざして 久留米市
では、子どもを社会・地域の真ん中に据え、すべての人々
が人権を尊重し合う社会の実現をめざして、学校・家庭・
地域が連携し、地域ぐるみで保育園・幼稚園・小学校・中
学校の１５年間を通じて人権の学びを重ねる中学校区人権
のまちづくりを進めています。中学校区人権のまちづくり
では、学校や園などを中心とした学園コミュニティと、地
域組織や住民で構成される、地域コミュニティが含まれて
います。それぞれが連携・協働して、人権教育や啓発がす
すめられ、同和問題をはじめとするあらゆる人権問題を解
決していく、人権が尊重されるまちづくりをめざしていま
す。。。あなたは、あなたのままでいい。子どもへのかか
わりを通して、このメッセージを送り続けることが、子ど
もの尊厳を守ることにつながります。そのメッセージは、
大人の生き方、生きやすさにもつながっていくはずです。


